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第７章 下水道ビジョンの実現に向けて 
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第1節  福島市下水道ビジョンの進行管理 

 

『福島市下水道ビジョン』では、平成 28 年度から平成 37 年度の 10 年間で下水道が

目指すべき姿として、基本理念および基本方針を策定しました。 

また今後、『福島市下水道ビジョン』の実現に向けて『福島市下水道ビジョン アクショ

ンプログラム』を策定し、具体的な下水道施策内容を決定します。 

平成 28 年度からは、『福島市下水道ビジョン アクションプログラム』に基づき各種下

水道施策を実施していくこととなりますが、『福島市下水道ビジョン』を着実に実行し、「環

境にやさしい美しいまち」を未来に渡って創り上げていくために、PDCA サイクルにより、

①計画の構築（Plan）、②事業の実施（Do）、③目標達成状況の確認・検証（Check）、④

見直しの改善（Action）を行っていく必要があります。 

『福島市下水道ビジョン』の実現にあたっては、ＰＤＣＡの各段階で市民のみなさまの

声を聞かせて頂きながら各種施策を実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 下水道ビジョンの実現に向けて 

用語：アクションプログラム、ＰＤＣＡサイクル 
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福福島島市市下下水水道道ビビジジョョンン（（平平成成 2288 年年度度～～平平成成 3377 年年度度））  

～～環環境境ににややささししいい美美ししいいままちちをを目目指指ししてて～～ 

下水道利用者である市民のみなさまとの協働 

情報提供 ニーズの把握 

Ｐlan 
（計画） 

Ｄo 
（実施） 

Ｃheck 
（評価） 

Ａction 

 （改善） 

ＰＤＣＡ 

サイクル 
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Ｐlan 
（計画） 

Ｃheck 
（評価） 

平成 

26 

～ 

27 

年度 

福島市下水道が目指す将来像を示す

ものとして 

『福島市下水道ビジョン』を策定し

ます。 

 

また、今後、下水道ビジョンを具体

的に実行するために 

『前期アクションプログラム』 

を策定する予定です。 

 

平成 

28 

～ 

32 

年度 

『前期アクションプログラム』 

に基づき、各種施策を実施します。 

ビジョン策定委員会 
パブリックコメント
などにより市民の 
みなさまの声を反映 

平成 

32 

年度 

『前期アクションプログラム』の 

実施状況・施策目標達成状況などに 

ついて、評価・分析・公表します。 

Ｄo 
（実施） 

普及拡大・水洗化など 
様々な面でご協力願います。 

市民のみなさまに 
情報公開いたします。 

平成 

32 

年度 

『前期アクションプログラム』の 

評価・分析結果や市民ニーズを基に 

下水道事業の新たな施策課題につい

て検討し、『後期アクションプログ

ラム』に反映していきます。 

Ａction 
（改善） 

市民評価や新たな 
ニーズを反映します。 

福福島島市市下下水水道道ビビジジョョンン（（平平成成 2288 年年度度～～平平成成 3377 年年度度））  

～～環環境境ににややささししいい美美ししいいままちちをを目目指指ししてて～～ 

『後期アクションプログラム』へ反映 
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用語：アクションプログラム 
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第2節  アクションプログラムの策定方針 

 

『福島市下水道ビジョン』は平成 28 年度から 10 年間の下水道事業に関する基本方針

を定めたものであり、前期（平成 28 年度から平成 32 年度の 5 か年）と後期（平成 33

年度から平成 37 年度の５か年）に分類して、具体的に実施する事業を抽出し、『（仮）福

島市下水道財政計画』と整合を図りながら事業を展開していきます。 

この５か年計画である『下水道ビジョン アクションプログラム』では、以下の内容を

具体的に設定していきます。 

 

 

 

 １．『福島市下水道ビジョン』と『アクションプログラム』の体系 

 ２．アクションプログラムの構成 

 ３．『福島市下水道ビジョン』に位置付けた基本理念・基本方針ごとの 

具体的施策内容 

    ①具体的な施策・事業内容 

    ②具体的な実施箇所・実施事業量 

    ③具体的な実施時期 

    ④主な担当部署 

    ⑤施策実施による活動指標（事業量等）または目標指標（普及率等） 

⑥施策実施に必要な事業費 

 ４．『（仮）福島市下水道財政計画』との整合性確認 

 ５．『アクションプログラム』の進行管理方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

福島市下水道ビジョン（平成 28 年度～平成 37 年度）【中期計画】 
           

アクションプログラム（前期） 

(平成 28 年度～平成 32 年度） 

（仮）福島市下水道財政計画（平成 28 年度～平成 37 年度） 

◆平成 26・27 年度   

  

◆平成 27 年度 各種施策方針を反映 

◆平成 27 年度 

経営見通しと 

具体的施策の調整 ◆平成 32 年度検討 

福島市汚水処理施設整備基本構想（段階的整備方針）の見直し 

アクションプログラム（後期） 

(平成 33 年度～平成 37 年度） 

図７.1 福島市下水道ビジョンを基にした今後の関連計画策定体系 [再掲] 

『下水道ビジョン・アクションプログラム』で定める内容 
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用語：アクションプログラム 
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第3節  情報提供の方針 

 

福島市下水道部では、主な施策の一つでもある「柱 3-3 市民との協働－施策 27：①

市民ニーズ等の把握・対応手順の効率化」を目指し、利用者である市民のみなさまに向け

て「施策や事業投資に対する理解」と安心や安全性など「下水道への信頼」を得るために、

ホームページなどを用いて利用者に積極的な情報提供を行う予定です。また、計画の進捗

状況を公表し、利用者の視点からその実施効果を検証するため、メールなどを用いて意見

を募集し、高いレベルでの下水道サービスの提供を図っていきます。 

下水道に関する情報は広報誌に掲載し、より多くの方に情報を発信していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

≪市民のみなさま≫ 

市民、自治振興協議会、町内会など 

≪福島市≫ 

下水道部、広報広聴課、各支所など 

図７.2 情報提供のイメージ 

広 

報 

◆計画・経営情報の提供 

下水道ビジョンなどの計画内容、下水道の 

経営状況などの情報提供を行います。 

◆工事情報の提供 

 下水道管渠整備を行う際には、工事位置、 

期間、工事内容などの情報提供を行います。 

◆公共下水道への接続のお願い 

 公共下水道の整備完了区域では、公共下水道へ

の接続工事（排水設備工事）に関する情報提供を

行い、早期の下水道接続をお願いしています。 

広 

聴 

？ 

 

◆下水道計画段階からの市民ニーズ把握 

下水道ビジョン策定では、ビジョン策定委員

会やパブリックコメントなどにより、市民のみ

なさまの声を反映します。 

◆工事・接続などに関する問い合わせ 

 下水道工事・接続や、下水道管渠のつまり、

浸水被害の発生など、下水道に関する問い合わ

せや要望などを把握し、迅速な対応を行います。 

   

 

  

アカウンタビリティー（説明責任）と下水道サービスの向上を目指し、 

市民のみなさまの安心・信頼を得ながら、 

『福島市下水道ビジョン～環境にやさしい美しいまちを目指して～』 

に基づき、市民のみなさまと共に実行していきます。 

 

協 

働 

計画・経営 
情報提供 

工事説明や 
接続のお願い 

パンフレット 
説明会など 
 

ホームページ 
など 
 

パブリック 
コメントなど 
 

電話や窓口での 
対応など 
 

問い合わせ・ 
要望への対応や 
下水道計画など 
への反映 
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用語：アカウンタビリティ、管渠（かんきょ）、パブリックコメント 

市民のみなさまと共に実行していきます 


